
表紙写真：師団司令部年始行事（師団長による達磨の目入れ）

令和４年１月
ＮＯ．１５０

各種行事・訓練

近畿の守り人
師団戦士
我が部隊の新戦力
社会の一員として

第３師団隊員紹介コーナー

職場の豆知識

２府４県近畿の旅
瀬戸内海国立公園～一目２万本の梅の名所～

温故知新

第４１代師団長 荒井陸将着任行事
第４０代師団長 山根陸将離任行事
令和４年 第３師団始動
新着任部隊長紹介
駐屯地成人行事
師団音楽フェスタin橋本



第４１代師団長 荒井陸将 略歴

平成 ２年 ３月 幹部候補生学校 (前川原)
平成 ３年 ３月 第１２偵察隊 (相馬原)
平成 ６年 ３月 防衛大学校 (横須賀)
平成 ８年 ３月 第１戦車群 (北恵庭)
平成１０年 ８月 幹部学校付（指揮幕僚課程） (目 黒)
平成１２年 ８月 陸上自衛隊富士学校機甲科部 (富 士)
平成１４年 ３月 陸上幕僚監部防衛部防衛課 (市ヶ谷)
平成１７年 ８月 第１０偵察隊長 (春日井)
平成１８年 ８月 陸上幕僚監部防衛部防衛課 (市ヶ谷)
平成２１年 ８月 幹部学校付（防研一般課程） （目 黒)
平成２２年 ８月 統合幕僚監部運用部運用第１課防衛警備班長 (市ヶ谷)
平成２４年 ８月 第２戦車連隊長 (上富良野)
平成２５年１２月 統合幕僚監部防衛計画部防衛課付

（内閣官房国家安全保障局） (東京都)
平成２７年 ８月 西部方面総監部幕僚副長 (健 軍)
平成２８年 ７月 陸上自衛隊研究本部総合研究部長 (朝 霞)
平成３０年 ３月 陸上自衛隊教育訓練研究本部研究部長 (目 黒)
平成３０年 ８月 自衛隊東京地方協力本部長 (市ヶ谷)
令和 元年 ８月 陸上幕僚監部防衛部長 (市ヶ谷)
令和 ３年１２月 現職 （千 僧）

師
団
は
、
令
和
３
年
12
月
21
日
（
火
）
、
千
僧
駐
屯

地
に
お
い
て
、
第
40
代
師
団
長

山
根

寿
一
（
や
ま

ね

と
し
か
ず
）
陸
将
の
離
任
行
事
を
実
施
し
た
。

山
根
陸
将
は
、
約
１
年
４
か
月
の
勤
務
を
振
り
返

り
「
本
職
の
要
望
事
項
を
具
現
し
て
く
れ
た
こ
と
に
感

謝
す
る
。
更
に
真
に
戦
え
る
強
い
部
隊
を
目
指
せ
」
と

述
べ
苦
楽
を
共
に
し
た
各
部
隊
長
や
司
令
部
の
隊
員
に

見
送
ら
れ
る
中
、
新
任
地
で
あ
る
陸
上
幕
僚
監
部
（
市

ヶ
谷
）
へ
と
第
３
師
団
司
令
部
を
後
に
し
た
。

１ ３ 師 団 だ よ り 第１５０号 令和４年（２０２２年） １月

令
和
３
年
12
月
22
日
（
水
）
付
で
荒
井

正
芳
（
あ
ら
い

ま

さ
よ
し
）
陸
将
が
第
41
代
師
団
長
に
着
任
し
、
23
日
（
木
）
、
千

僧
駐
屯
地
（
兵
庫
県
伊
丹
市
）
に
お
い
て
着
任
行
事
を
実
施
し
た
。

荒
井
陸
将
は
「
61
年
の
長
い
歴
史
と
伝
統
を
誇
る
第
３
師
団
で

の
任
務
、
近
畿
２
府
４
県
の
防
衛
警
備
を
担
任
す
る
重
責
に
身
が

引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
る
。
我
が
国
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境

は
年
々
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、
陸
上
自
衛
隊
へ
の
国
民
の
期
待

は
高
ま
る
一
方
で
あ
る
」
と
述
べ
た
上
で
、
「
所
命
即
応
」
、

「
訓
練
着
実
」
、
「
地
域
連
携
」
の
３
点
を
要
望
し
た
。

最
後
に
「
『
任
務
必
成
』
、
『
強
い
部
隊
の
育
成
』
、
こ
れ
を

自
ら
の
肝
に
銘
じ
、
諸
官
の
先
頭
に
立
ち
任
務
に
邁
進
す
る
」
と

着
任
の
辞
を
締
め
く
く
っ
た
。

着任式（千僧駐屯地体育館）

 要望事項「所命即応」「訓練着実」「地域連携」

第４１代師団長
陸 将

各部隊長等による出迎え（第３師団司令部庁舎前）

着任式（千僧駐屯地体育館）



２ ３ 師 団 だ よ り 第１５０号 令和４年（２０２２年） １月

師
団
司
令
部
は
、
令
和
４
年
１
月
11
日
（
火
）
、

千
僧
駐
屯
地
（
兵
庫
県
伊
丹
市
）
に
お
い
て
年
始

行
事
を
実
施
し
た
。

行
事
の
冒
頭
、
整
列
す
る
司
令
部
幹
部
を
前
に

師
団
長
は
「
近
畿
２
府
４
県
の
地
域
か
ら
信
頼
さ

れ
る
べ
く
、
更
に
部
隊
及
び
隊
員
が
信
頼
し
合
い
、

強
い
第
３
師
団
に
成
り
得
る
よ
う
精
進
・
精
励
し

い
こ
う
」
と
述
べ
た
後
、
主
要
幹
部
に
よ
る
達
磨

の
目
入
れ
を
行
い
、
今
年
の
抱
負
を
誓
い
新
年
へ

の
思
い
を
新
た
に
し
た
。
そ
の
後
、
司
令
部
幹
部

対
抗
の
綱
引
き
を
実
施
し
て
、
更
な
る
団
結
の
強

化
を
図
っ
た
。

ま
た
、
師
団
の
隷
下
各
部
隊
も
同
様
に
、
そ
れ

ぞ
れ
年
始
行
事
を
行
い
、
第
３
師
団
の
令
和
４
年

が
始
動
し
た
。

師団司令部年始朝礼：師団長による年頭の辞（千僧駐屯地体育館）

訓練始め（大縄跳び）
第３６普通科連隊

師団司令部訓練始め（綱引き） 千僧駐屯地体育館

上原 孝志 １等陸佐
出身地 長野県

期 別 ９６Ｂ

教育訓練研究本部（目黒）から

要
望
事
項

うえはら たか し

第３後方支援連隊長

「
職
責
を
全
う
せ
よ
」

「
気
概
を
持
て
」

「
信
頼
さ
れ
る
者
に
な
れ
」

車両の安全祈願
第３後方支援連隊

ＦＨー７０非実射訓練
第３特科隊

新年を祝して記念撮影
第３戦車大隊



３ ３ 師 団 だ よ り 第１５０号 令和４年（２０２２年） １月

成人の抱負（伊丹駐屯地）

師
団
管
内
で
は
、
約
３
０

０
名
が
成
人
を
迎
え
、
師
団

隷
下
14
個
部
隊
が
所
在
す
る

各
駐
屯
地
に
お
い
て
創
意
を

凝
ら
し
た
成
人
行
事
が
実
施

さ
れ
た
。

新
成
人
は
、
社
会
人
と
し

て
、
そ
し
て
何
よ
り
も
我
が

国
の
平
和
と
独
立
を
守
り
、

国
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る

自
衛
官
と
し
て
の
決
意
を
新

た
に
し
、
先
輩
隊
員
等
か
ら

祝
福
を
受
け
た
。

信
太
山
駐
屯
地
で
は
、
新

成
人
代
表
挨
拶
に
お
い
て
第

37
普
通
科
連
隊
所
属
の
市
場

暁
（
い
ち
ば

あ
き
）
士
長

が
「
喜
び
を
噛
み
締
め
る
と

と
も
に
、
自
衛
官
と
し
て
の

自
覚
と
責
任
の
重
大
さ
に
改

め
て
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

で
す
。
私
た
ち
は
、
成
人
を

迎
え
た
今
、
国
民
の
生
命
と

財
産
を
守
る
自
衛
官
と
し
て

よ
り
一
層
任
務
に
あ
た
る
こ

と
を
誓
い
ま
す
」
と
力
強
く

決
意
を
述
べ
た
。

師
団
は
、
令
和
３
年
12
月
26
日
（
日
）
、
橋
本
市
産

業
文
化
会
館
ア
ザ
レ
ア
（
和
歌
山
県
橋
本
市
）
に
お
い

て
師
団
音
楽
フ
ェ
ス
タ
ｉ
ｎ
橋
本
を
開
催
し
た
。
本
演

奏
会
は
、
地
域
の
方
々
の
師
団
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、

信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
を
目
的
と
し
、
事
前
に
公
募
し

て
頂
い
た
多
く
の
方
々
が
来
場
し
た
。

演
奏
会
は
２
部
で
構
成
さ
れ
、
第
３
音
楽
隊
（
隊
長

今
井
１
尉
）
及
び
信
太
菊
水
太
鼓
（
代
表

松
浦
３
曹
）
に

よ
る
演
奏
を
行
っ
た
。
第
１
部
で
は
、
音
楽
隊
に
よ
る

統
制
の
と
れ
た
動
き
に
よ
る
「
陸
軍
分
列
行
進
曲
」
で

幕
を
開
け
、
国
歌
「
君
が
代
」
、
テ
ン
ポ
の
速
い
行
進

曲
「
サ
ー
カ
ス
・
ビ
ー
」
に
続
い
て
、
信
太
菊
水
太
鼓

が
「
初
陣
」
、
「
春
馬
」
及
び
「
武
将
」
の
３
曲
を
披

露
し
、
迫
力
あ
る
演
奏
で
聴
衆
を
圧
倒
し
た
。
第
２
部

で
は
、
師
団
創
立
60
周
年
記
念
企
画
と
し
て
60
年
を
振

り
返
り
、
歌
、
踊
り
な
ど
を
交
え
な
が
ら
懐
メ
ロ
か
ら

最
新
曲
に
至
る
メ
ド
レ
ー
に
よ
り
、
観
て
聴
い
て
楽
し

い
演
奏
を
行
っ
た
。

来
場
者
か
ら
は
、
「
と
て
も
良
い
演
奏
会
で
し
た
。

音
楽
演
奏
だ
け
で
な
く
、
隊
員
さ
ん
が
歌
っ
て
踊
る
姿

に
楽
し
い
気
持
ち
を
い
た
だ
き
ま
し
た
」
「
機
会
が
あ

れ
ば
、
ま
た
演
奏
会
に
来
た
い
で
す
」
等
の
温
か
い
声

を
い
た
だ
い
た
。

出演者全員による盛大なフィナーレ

陸軍分列行進曲

統制のとれた信太菊水太鼓

歌って踊って！楽しく

隊員によるトロンボーンソロ

連隊長からの記念品の贈呈（信太山駐屯地）

旧将校集会場前での成人式（福知山駐屯地）

新成人による記念植樹（大久保駐屯地）



元第３特科隊第４中隊

木下 英行 さん

今
回
は
、
元
第
３
特
科
隊
第
４
中
隊
に
所
属
し

て
い
た
木
下

英
行
（
き
の
し
た

ひ
で
ゆ
き
）

さ
ん
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
。
現
在
、
木
下
さ

ん
は
、
兵
庫
県
赤
穂
市
に
所
在
す
る
東
京
海
上
日

動
株
式
会
社
で
勤
務
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ

在
隊
間
で
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は

Ａ

平
成
17
年
に
参
加
し
た
第
６
次
イ
ラ
ク
人
道

復
興
支
援
群
で
す
。
様
々
な
外
国
の
軍
隊
及
び

現
地
の
イ
ラ
ク
の
方
々
と
触
れ
合
う
こ
と
が
で

き
、
と
て
も
貴
重
な
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

Ｑ

現
在
の
ご
職
業
は
？

Ａ

姫
路
損
害
サ
ー
ビ
ス
主
任
と
し
て
、
人
身
事
故

担
当
者
と
し
て
怪
我
を
さ
れ
た
方
の
治
療
の
サ

ポ
ー
ト
及
び
事
務
手
続
き
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ

現
在
の
仕
事
と
自
衛
隊
の
違
い
は
？

Ａ

弊
社
に
お
け
る
損
害
サ
ー
ビ
ス
は
、
求
め
ら

れ
る
資
質
及
び
識
能
、
業
務
遂
行
要
領
が
自
衛

隊
と
相
通
ず
る
も
の
が
あ
る
た
め
、
自
衛
隊
Ｏ

Ｂ
と
し
て
同
じ
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
で
仕
事
が
で
き

る
の
で
問
題
な
く
環
境
に
馴
染
む
こ
と
が
で
き

て
い
ま
す
。

Ｑ

自
衛
隊
の
良
い
と
こ
ろ
は
？

Ａ

隊
員
へ
の
教
育
が
と
て
も
手
厚
く
、
懇
切
丁

寧
な
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

Ｑ

現
役
隊
員
に
向
け
一
言

Ａ

自
衛
隊
で
し
っ
か
り
勤
務
し
て
い
れ
ば
、
何

処
へ
行
っ
て
も
、
や
っ
て
い
け
る
精
神
力
が
養

わ
れ
る
の
で
、
自
衛
官
と
し
て
の
自
信
と
誇
り

を
持
っ
て
勤
務
に
ま
い
進
し
て
く
だ
さ
い
。
共

に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

４ ３ 師 団 だ よ り 第１５０号 令和４年（２０２２年） １月

第７普通科連隊本部管理中隊

２等陸曹 森本 祥太

第３特殊武器防護隊

１等陸士 谷口 淳太

今
回
は
、
第
３
特
殊
武
器
防
護
隊
に
所
属
す
る

谷
口

淳
太
（
た
に
ぐ
ち

じ
ゅ
ん
た
）
１
士
へ

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
。

Ｑ

出
身
地
、
入
隊
年
度
は
。

Ａ

大
阪
府
出
身
、
令
和
３
年
度
入
隊
で
す
。

Ｑ

入
隊
の
動
機
は
。

Ａ

社
会
貢
献
し
た
い
と
思
い
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
に
参
加
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

Ｑ

新
隊
員
教
育
の
区
隊
・
班
は
。

Ａ

前
期
教
育
は
１
１
０
教
育
大
隊
の
３
３
３
中

隊
の
１
区
隊
５
班
、
後
期
教
育
は
第
３
特
殊
武

器
防
護
隊
で
す
。

Ｑ

新
隊
員
教
育
で
の
思
い
出
は
。

Ａ

射
撃
は
練
習
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
当
た
る
よ
う

に
な
り
、
良
い
思
い
出
で
す
。

Ｑ

現
職
務
の
や
り
が
い
は
。

Ａ

経
験
を
積
ん
で
、
周
り
の
人
達
と
同
じ
く
ら

い
の
速
さ
で
任
務
を
遂
行
で
き
た
時
に
自
分
の

成
長
を
感
じ
、
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

Ｑ

現
職
務
で
苦
労
し
て
い
る
こ
と
は
。

Ａ

覚
え
る
こ
と
が
多
く
、
定
期
的
に
復
習
し
な

い
と
忘
れ
て
し
ま
い
そ
う
に
な
る
こ
と
で
す
。

Ｑ

尊
敬
（
目
指
し
て
い
る
）
先
輩
は
。

Ａ

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
下
田
平
士
長
で
す
。

Ｑ

営
内
で
の
生
活
は
ど
う
で
す
か
。

Ａ

皆
さ
ん
優
し
く
接
し
て
く
だ
さ
る
の
で
、
と

て
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

Ｑ

今
後
の
目
標
を
教
え
て
下
さ
い
。

Ａ

で
き
る
こ
と
を
増
や
し
て
、
部
隊
に
貢
献
で

き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
で
す
。

Ｑ

最
後
に
一
言

Ａ

初
心
を
忘
れ
ず
、
常
に
向
上
心
を
も
っ
て
頑

張
り
ま
す
。

今
回
は
、
第
７
普
通
科
連
隊
本
部
管
理
中
隊

に
所
属
す
る
森
本

祥
太
（
も
り
も
と

し
ょ

う
た
）
２
曹
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
。

森
本
２
曹
は
、
平
成
27
年
に
入
隊
、
そ
の
後
、

准
看
護
師
課
程
に
合
格
し
、
救
急
救
命
士
課
程

を
経
て
、
第
７
普
通
科
連
隊
に
配
属
と
な
り
ま

し
た
。
部
隊
で
は
普
通
科
に
配
属
さ
れ
た
衛
生

科
隊
員
と
し
て
医
療
の
技
術
だ
け
で
は
な
く
、

戦
闘
に
必
要
な
知
識
や
技
能
の
練
磨
に
も
励
ん

で
い
ま
す
。

Ｑ

出
身
地
、
陸
曹
候
補
生
課
程
入
校
年
度
は
。

Ａ

鳥
取
県
出
身
、
平
成
31
年
4
月
入
校(

第
１

３
５
期)

で
す
。

Ｑ

救
急
救
命
士
課
程
で
印
象
に
残
る
こ
と
は
。

Ａ

病
院
実
習
で
す
。
患
者
さ
ん
と
接
し
た
こ

と
は
、
と
て
も
い
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

Ｑ

特
に
苦
労
し
た
こ
と
は
。

Ａ

国
家
試
験
と
第
一
線
救
護
衛
生
員
認
定
試

験
の
勉
強
の
両
立
で
す
。

Ｑ

特
に
学
ん
だ
こ
と
は
。

Ａ

知
識
や
技
術
等
、
日
々
の
学
び
を
継
続
す

る
大
切
さ
で
す
。

Ｑ

救
急
救
命
士
に
な
っ
て
心
境
の
変
化
は
。

Ａ

医
療
に
関
す
る
様
々
な
こ
と
に
興
味
を
持

つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

Ｑ

今
後
の
部
隊
で
の
目
標
は
。

Ａ

Ｔ
Ｃ
Ｃ
Ｃ(

戦
術
的
第
一
線
救
護)

の
更
な

る
理
解
と
普
及
で
す
。

Ｑ

救
急
救
命
士
を
目
指
す
後
輩
隊
員
に
一
言

Ａ

人
を
助
け
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
大
切
に
、

努
力
し
て
く
だ
さ
い
。

中山１曹

１
９
９
５
年
１
月
17
日
午
前
５
時
46
分
、
淡
路

島
北
端
を
震
源
と
す
る
最
大
震
度
７
の
揺
れ
に
見

舞
わ
れ
た
阪
神
大
震
災
が
発
生
。
地
震
発
災
を
受

け
、
第
３
師
団
か
ら
多
く
の
隊
員
が
被
災
地
に
駆

け
付
け
、
人
命
救
助
、
生
活
支
援
の
任
務
を
遂
行

し
た
。
あ
れ
か
ら
27
年
。
当
時
の
災
害
派
遣
活
動

に
従
事
し
た
隊
員
か
ら
話
を
聞
い
た
。

第
37
普
通
科
連
隊
第
４
中
隊
の
中
山

直
紀
（
な

か
や
ま

な
お
き
）
１
曹
は
、
阪
神
大
震
災
が
発

生
し
た
当
初
「
こ
れ
は
現
実
な
の
か
、
夢
で
あ
っ

て
欲
し
い
」
と
思
い
つ
つ
、
災
害
派
遣
部
隊
の
一

員
と
し
て
、
現
地
へ
と
向
か
っ
た
。

災
害
派
遣
現
場
は
、
倒
壊
し
た
建
物
や
亀
裂
の

入
っ
た
道
路
が
い
た
る
所
に
あ
り
、
被
害
の
大
き

さ
を
肌
で
感
じ
「
一
人
で
も
多
く
の
方
を
助
け
た

い
」
と
必
死
で
人
命
救
助
の
任
務
に
あ
た
っ
た
。

倒
壊
し
た
家
屋
か
ら
一
人
の
お
ば
あ
さ
ん
を
助
け

出
し
た
際
、
お
ば
あ
さ
ん
の
第
一
声
が
「
自
衛
隊

さ
ん
ご
め
な
さ
い
」
の
一
言
。
「
何
故
、
ご
め
ん

な
さ
い
な
の
」
と
の
問
い
か
け
に
「
汚
れ
て
い
る

の
に
抱
き
か
か
え
て
も
ら
っ
て
申
し
訳
な
い
」
と

の
返
答
が
あ
り
、
救
助
す
る
側
を
気
遣
っ
て
く
れ

た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
。

定
年
ま
で
残
り
数
年
の
中
山
１
曹
。
災
害
派

遣
の
過
酷
さ
や
自
衛
官
と
し
て
体
を
鍛
え
る
こ

と
の
大
切
さ
だ
け
で
な
く
、
人
に
対
す
る
思
い

や
り
の
大
切
さ
を
後
輩
に
伝
え
て
い
き
た
い
と

言
う
。

中
山
１
曹
の
取
材
を
通
じ
て
、
我
々
自
衛
官

は
、
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
事
態
に
即
応

で
き
る
よ
う
に
「
形
に
で
き
な
い
大
切
な
も
の
」

を
継
承
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
こ
と
を

学
ん
だ
。



こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は

知
っ
て
い
る
よ
う
で

あ
ま
り
知
ら
な
い

近
畿
２
府
４
県
の

観
光
ス
ポ
ッ
ト
を

紹
介
し
ま
す
。

５ ３ 師 団 だ よ り 第１５０号 令和４年（２０２２年） １月

今
回
は
、
兵
庫
県
た
つ
の
市
の
瀬
戸
内
海
国
立
公
園
内
に
あ
る
綾
部

山
梅
林
を
紹
介
し
ま
す
。
綾
部
山
梅
林
は
、
約
24
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
東
京

ド
ー
ム
５
個
分
）
の
広
大
な
地
域
に
約
８
０
０
０
本
の
梅
の
木
が
植
え

ら
れ
て
お
り
、
例
年
２
月
中
旬
か
ら
早
咲
き
の
紅
梅
、
続
い
て
２
月
下

旬
頃
か
ら
は
白
梅
が
咲
き
始
め
ま
す
。
彩
り
を
変
え
な
が
ら
公
園
一
面

に
咲
き
誇
る
鮮
や
か
な
梅
の
花
を
３
月
中
旬
頃
ま
で
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ま
た
、
海
の
見
え
る
梅
林
と
し
て
、
そ
の
景
観
は
西
日
本
一
と
言
わ

れ
て
お
り
、
眼
下
に
は
国
立
公
園
新
舞
子
浜
、
瀬
戸
内
の
家
島
群
島
、

小
豆
島
、
淡
路
島
が
広
が
り
、
遠
く
四
国
ま
で
を
一
望
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

な
お
、
お
出
掛
け
の
際
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状

況
を
踏
ま
え
つ
つ
、
油
断
せ
ず
に
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
て
訪
れ
る

こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

せ

と

な
い
か
い

こ
く

り
つ

こ
う

え
ん

２

２ 紅梅と白梅のコントラスト

１

○観梅時期 ２月１１日（金）～３月２１日（月）

〇入園時間 午前９時～１７時（最終入園１６時３０分）

○入 園 料 大人５００円 小人４００円

（梅ジュース又は甘酒付き）

１ 海の見える梅林

イ ベ ン ト 告 知

マメ

「

温

故

知

新

」

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
年
の
挨
拶

が
遅
く
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
も
「
３
師
団
だ
よ
り
」
、

そ
し
て
「
職
場
の
マ
メ
知
識
」
を
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
新
年
を
迎
え
て
気
持
ち
も
新
た
に
頑
張
ろ
う
と
、

仕
事
道
具
等
を
新
調
し
た
方
も
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
私
も
10
数
年
ぶ
り
に
国
語
辞
典
を
新
調
し
て
み

た
の
で
す
が
、
新
語
や
俗
語
が
新
規
に
多
数
収
録
さ
れ
て

お
り
、
令
和
の
時
代
に
生
き
て
い
る
の
だ
な
と
改
め
て
実

感
し
ま
し
た
。
中
に
は
「
こ
ん
な
も
の
ま
で
」
と
、
思
わ

ず
二
度
見
し
て
し
ま
う
よ
う
な
言
葉
も
あ
り
、
個
人
的
に

は
「
ぴ
え
ん
」
の
収
録
に
か
な
り
の
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
「
ぴ
え
ん
」
と
い
う
言
葉
は
、
少
し
悲
し
い
出
来

事
の
報
告
等
に
お
い
て
文
面
に
添
え
る
形
で
活
用
さ
れ
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
よ
く
見
か
け
る
表
現
で
す
。
手
持
ち
の
辞
書

で
は
「
小
声
で
の
泣
き
ま
ね
を…

」
と
い
う
解
説
が
淡
々

と
綴
ら
れ
て
お
り
、
頭
が
時
代
に
追
い
つ
い
て
い
な
い
せ

い
で
し
ょ
う
か
、
言
葉
か
ら
受
け
る
少
し
悲
し
く
愛
ら
し

い
イ
メ
ー
ジ
が
解
説
文
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
で
、
非
常
に

シ
ュ
ー
ル
に
映
り
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
、
相
手
に
同
調
す
る
「
そ
れ
な
」
で
あ
っ

た
り
、
某
大
盛
り
ラ
ー
メ
ン
店
で
具
材
の
増
量
を
お
願
い

す
る
「
ま
し
ま
し
」
等
、
か
な
り
最
近
に
な
っ
て
か
ら

使
用
さ
れ
て
い
る
言
葉
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
日
本
語
と
し
て
普
遍
的
な
言
葉
も
収
録
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
「
ナ
ウ
い
（
今
風
と
い
う
よ
う
な
意

味
）
」
と
い
っ
た
、
昭
和
を
感
じ
る
言
葉
も
あ
り
、
古
今

の
あ
ら
ゆ
る
言
葉
が
網
羅
さ
れ
る
こ
と
で
「
今
」
が
し
っ

か
り
と
写
し
出
さ
れ
て
い
る
の
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

新
し
い
こ
と
に
は
目
が
移
り
が
ち
で
す
が
、
今
で
は
使

用
さ
れ
な
い
よ
う
な
言
葉
が
流
行
語
の
礎
に
な
っ
て
い
る

場
合
も
多
く
、
無
下
に
は
で
き
ま
せ
ん
。
平
素
の
訓
練
や

装
備
品
な
ど
で
も
同
じ
様
な
こ
と
が
言
え
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。
「
温
故
知
新
」
と
も
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
過
去

を
調
べ
れ
ば
意
外
な
発
見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。


